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    教会創立１０３周年 
 

週  報 
2025 年 8 月 31 日 5357 週 

 

 【 今年度のテーマ・聖句 】 
「共に喜ぶ」 

―ハレルヤ わたしの魂よ主を讃美せよ― 

わたしたちの一つの体は多きの部分から成り立って

います。すべての部分が同じ働きをしていないよう

に、わたしたちも数は多いがキリストに結ばれて一

つの体を形づくっており、各自は互いに部分なので

す。 （ローマの信徒への手紙 12章 4～5節） 
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受
難
節
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
喜
び
と
希
望 

 

ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
が
終
わ
り
、
二
か
月
ほ
ど
経
つ
と
、
教
会
暦
は「
受
難
節
」、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
十
字
架
の
道
を
た
ど
る
季
節
に
入
り
ま
す
。「
受
難
節
は
、
イ
エ
ス
の

苦
難
と
死
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
、
罪
の
悔
い
改
め
を
表
わ
し
、
さ
ら
に
な
お
赦
し
が
与

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
謝
す
る
時
で
あ
る
。
」こ
の
受
難
節
の
開
始
の
日
は
、
逆
に
イ
ー

ス
タ
ー
（
復
活
祭
）
か
ら
定
め
ら
れ
ま
す
。
後
で
お
伝
え
す
る
よ
う
に
、
毎
年
の
イ
ー
ス
タ

ー
は「
春
分
の
日
以
後
、
最
初
の
満
月
の
夜
の
次
の
日
曜
日
」
と
暦
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
イ
ー
ス
タ
ー
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
６
回
の
主
の
日
を
数
え
ま
す
。
そ
の
１
回
目
の
主
日

の
前
の
週
の
水
曜
日
が「
灰
の
水
曜
日
」と
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
受
難
節
が
始
ま
る
の
で
す
。

「
イ
ー
ス
タ
ー
を
起
点
と
し
て
数
え
る
と
い
う
意
味
で
は
、
教
会
暦
の
中
心
は
イ
ー
ス
タ

ー
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

 

受
難
節
は
、
教
会
暦
中
の「
節
」
の
中
で
は
最
も
長
い
期
間
で
す
。「
復
活
日
の
四
十
六

日
前
、
す
な
わ
ち
灰
の
水
曜
日
か
ら
断
食
の
期
間
、
受
難
節
が
始
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

―
―
―

断
食
を
守
る
期
間
は
イ
エ
ス
の
断
食
に
ち
な
ん
で
四
十
日
と
定
め
ら
れ
た
が
、
日

曜
日
は
断
食
を
し
な
い
た
め
、
六
週
間
（６
日×

６
週
）
と
前
四
日
を
含
む
四
十
六
日
前

か
ら
そ
の
期
間
が
始
ま
る
。
」こ
の
長
さ
か
ら
、
教
会
が
古
来
イ
エ
ス
・キ
リ
ス
ト
の
十
字
架

と
苦
難
を
想
い
起
こ
す
こ
と
を
、
非
常
に
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

時
期
、
信
仰
者
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
に
断
食
と
共
に
、
主
イ
エ
ス
の
受
難
と
十
字
架
に
深

く
心
を
留
め
、
祈
り
と
悔
い
改
め
に
思
い
と
生
き
方
を
集
中
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
様
々
な

試
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
受
難
節
に
は「
主
の
日
」（
日
曜
日
）
が
含
ま
れ
て
は

い
な
こ
と
か
ら
、「
主
の
日
」
は
依
然
と
し
て「
主
の
復
活
の
祝
い
と
喜
び
の
日
」
で
あ
り
続

け
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
思
わ
さ
れ
ま
す
。
悲
し
み
と
痛
み
の
中
に
も
、
復
活
の
喜
び
と

希
望
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

https://bapzion.com/


                     
 
                          
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
    

                          

 

 

 

 

 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
                                                                                   
 
 

◎今週の集会(８月３１日～９月５日) 

 

＜聖書＞ ヨシュア１：１～９ 

            

３日(水) 祈祷会Ⅰ １０：３０ 

(奨励：加藤英治牧師) 

 ３日(水) 祈祷会Ⅱ  １９：３０ 

  (奨励：加藤英治牧師)  

  

 

 

  
◆ 主日礼拝    午前 10 時 30 分 
 

司会 磯部みゆき姉 

奏楽 田中基子姉 

 

前  奏  

招  詞  詩編３７：２３～２４ 

頌  栄  ６６７(聖なるかな聖なるかな)             

主の祈り   (新生讃美歌の扉を参照)」 

交  読  「平和宣言」第 4週 

讃  美  ４８６(ああ主のひとみ) 

聖  書  マタイ ４：１～４ 

(新共同訳 4ｐ 口語訳 4ｐ) 

祈  祷 

子どもメッセージ         船津丸泰姉 

讃  美 ４３１(いつくしみ深き)    聖歌隊 

宣  教 「 意味のある生き方」  

木村正美執事 

祈  祷 

讃  美  ５４４(ああ嬉しわが身も)  

献  金          祈り：酒井光子姉  

                (教会学校) 

頌  栄  ６７４(父 み子 聖霊の)    

黙  祷 

後  奏  

報  告 

◎今月の聖句 

「「平和を実現する人々は、幸いである、
その人たちは神の子と呼ばれる。義のた
めに迫害される人々は、幸いである、天
の国はその人たちのものである」 
（マタイによる福音書 

５章９～１０節）            

 

今月の当番役員 

 酒井光子 安武由美子 

 

 
本日の集会 

教会学校   
 

 

 

 

 

主日礼拝の当番 

受付：船津丸泰 田中登美子  

   酒井光子(当番役員) 

お花：庄司まり子 

 
 

今週の聖書日課と祈り        

３１日(日) 申命記３４：１～１２   藤田義弥    

１日(月) マルコ ９：５０     二木榮子 

２日(火) ローマ ８：５～６      船津丸泰 

３日(水) 詩編 ３７：３７     前田昭治郎 

４日(木) 詩編 ２３：１～６    真角貞行 

５日(金) マタイ １：２３        真角汪美 

６日(土) イザヤ ４１：１０    松田明枝 

 
 
 
 
 
 

 

幼小科  

１０：３０～１１：４０ 

中高科、青年・成人科 

９：３０～１０：１５ 


